
　

こ
の
日
、
パ
レ
ー
ド
に
参

加
し
た
選
手
は
ア
ー
チ
ェ
リ

ー
女
子
団
体
銅
メ
ダ
ル
の
川

中
選
手
（
経
営
学
部
３
年
）

と
蟹
江
選
手（
同
大
卒
）、
同

種
目
男
子
個
人
銀
メ
ダ
ル
の

古
川
選
手（
同
大
職
員
）、
競

泳
男
子
４
×
２
０
０
ｍ
リ
レ

ー
の
外
舘
選
手
（
法
学
部
３

年
）、
競
泳
女
子
４
０
０
ｍ

メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー
・
１
０
０

ｍ
背
で
銅
メ
ダ
ル
の
寺
川
選

手（
同
大
卒
）の
５
人
。

　

５
人
は
野
田
市
長
や
松
浦

実
行
委
員
長
ら
と
と
も
に
３

台
の
オ
ー
プ
ン
カ
ー
に
乗
車

し
、
近
鉄
長
瀬
駅
前
か
ら
同

東大阪市

　

こ
の
パ
レ
ー
ド
は
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
で
活
躍
し
た
選
手
た

ち
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
わ
け
て

も
ら
い
、
東
大
阪
の
ま
ち
を

元
気
に
し
よ
う
と
有
志
が
集

ま
っ
て
結
成
さ
れ
た
ロ
ン
ド

ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
選
手

凱
旋
パ
レ
ー
ド
ま
ち
づ
く
り

活
性
化
実
行
委
員
会
（
松
浦

隆
委
員
長
）が
開
い
た
も
の
。

母
校「
近
畿
大
学
」に
凱
旋

　

東
大
阪
市
の
野
田
義
和
市

長
が
９
月
26
日
、
東
大
阪
市

立
孔
舎
衙
中
学
校
（
東
大
阪

市
善
根
寺
町
１
・
廣
川
篤
司

校
長
）を
訪
れ
、
10
月
28
日

に
鹿
児
島
市
の
市
民
文
化
ホ

ー
ル
で
行
わ
れ
る
第
65
回
全

日
本
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
全
国

大
会
「
中
学
校
部
門
混
声
合

唱
の
部
」
に
関
西
代
表
で
出

場
す
る
合
唱
部
を
激
励
し
た

（
写
真
）。

　

同
校
合
唱
部
の
部
員
は
現

在
、
男
子
12
人
、
女
子
21
人

の
合
計
33
人
。
男
子
部
員
12

人
の
う
ち
10
人
は
テ
ニ
ス
部

に
も
所
属
し
て
お
り
、
掛
け

持
ち
で
合
唱
部
の
部
活
動
に

参
加
し
て
い
る
。

　

部
員
た
ち
は
全
国
大
会
へ

の
予
選
と
な
る
関
西
合
唱
コ

ン
ク
ー
ル
へ
向
け
、
夏
休
み

も
休
む
こ
と
な
く
練
習
に
励

ん
で
き
た
。

　

９
月
23
日
に
行
わ
れ
た
関

西
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
で
姫
路

市
立
広
嶺
中
学
校
、
姫
路
市

立
灘
中
学
校
と
と
も
に
見
事

金
賞
を
受
賞
。選
考
に
よ
り
、

同
校
と
広
嶺
中
学
校
の
２
校

に
全
国
大
会
へ
の
切
符
が
与

え
ら
れ
た
。
全
国
大
会
に
は

昨
年
に
引
き
続
き
２
年
連
続

３
回
目
の
出
場
と
な
る
。

　

こ
の
日
、
同
部
部
長
の
庄

野
琴
音
さ
ん（
３
年
生
）が
野

田
市
長
に
「
毎
日
ほ
と
ん
ど

休
み
な
く
練
習
し
て
念
願
の

全
国
大
会
出
場
を
決
め
ま
し

た
。
去
年
よ
り
も
い
い
成
績

を
残
せ
る
よ
う
に
本
番
ま
で

し
っ
か
り
練
習
し
ま
す
」
と

全
国
大
会
へ
向
け
て
の
抱
負

を
語
っ
た
あ
と
、
全
国
大
会

で
歌
う
「
こ
の
夢
を
」
と
「
混

声
合
唱
と
ピ
ア
ノ
の
た
め
の

サ
ー
カ
ス
よ
り
～
道
二
題
」

の
２
曲
を
披
露
し
た
。
野
田

市
長
は
「
今
日
は
す
ば
ら
し

い
歌
声
を
聞
か
せ
て
も
ら
っ

て
あ
り
が
と
う
。
全
国
大
会

で
も
そ
の
歌
声
で
好
成
績
を

収
め
て
く
だ
さ
い
。
期
待
し

て
い
ま
す
」
と
激
励
し
た
。

野田市長が
孔舎衙中学校合唱部を激励

全国大会でも
最高の歌声を

　

ロ
ン
ド
ン
五
輪
で
活
躍
し
た
近
畿
大
学
に
在
籍
ま
た
は
同
大
学
を
卒
業
し
た

選
手
ら
が
９
月
28
日
、
近
鉄
長
瀬
駅
か
ら
同
大
学
西
門
ま
で
の
約
１
㎞
の
「
ま

な
び
や
通
り
」を
パ
レ
ー
ド
し
、学
生
や
地
元
市
民
な
ど
大
勢
の
人
々
で
賑
わ
っ

た
。
同
大
学
が
五
輪
の
メ
ダ
ル
獲
得
パ
レ
ー
ド
を
行
う
の
は
同
大
学
関
係
者
が

３
個
の
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
８
年
前
の
ア
テ
ネ
五
輪
以
来
と
な
る
。

　

東
大
阪
み
ど
り
ロ
ー
タ
リ

ー
ク
ラ
ブ
（
代
表
・
松
浦
利

英
）
が
旭
町
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
「
あ
さ
ひ
っ
こ
」（
同

市
旭
町
１
）
で
９
月
24
日
、

絵
本
の
普
及
を
目
的
と
し
た

講
演
会
を
開
催
す
る
と
と
も

に
、
25
冊
の
絵
本
を
同
支
援

セ
ン
タ
ー
に
寄
贈
し
た
。

　

同
ク
ラ
ブ
は
平
成
10
年
に

創
設
さ
れ
、
特
に
子
ど
も
た

ち
の
健
全
育
成
に
重
点
を
置

い
た
活
動
を
行
っ
て
お
り
、

こ
れ
ま
で
同
市
立
中
学
校
で

の
出
前
授
業
や
薬
物
乱
用
防

止
の
講
演
会
な
ど
地
域
に
根

ざ
し
た
事
業
を
継
続
的
に
行

っ
て
き
た
。
今
年
度
は
こ
れ

ま
で
の
活
動
に
加
え
て
「
絵

本
の
普
及
と
読
み
聞
か
せ
」

を
テ
ー
マ
と
し
た
事
業
を
進

め
て
い
る
。
こ
れ
は
絵
本
や

童
謡
な
ど
を
通
し
て
親
子
の

つ
な
が
り
や
道
徳
を
深
め
、

成
長
期
の
子
ど
も
の
情
緒
的

　

東
大
阪
市
善
根
寺
町
６
の

善
根
寺
春
日
神
社
で
１
日
、

氏
子
た
ち
に
よ
る
お
神
酒
造

り
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
お
神

酒
は
15
日
に
同
神
社
で
行
わ

れ
る
秋
祭
り
で
奉
納
さ
れ
る
。

同
神
社
の
祭
神
の
ひ
と
つ
、

天あ
め
の
こ
や
ね
の
み
こ
と

児
屋
根
命
が
同
神
社
に
立

ち
寄
っ
た
際
、
村
人
ら
が
新

米
で
酒
を
造
り
、
も
て
な
し

た
の
が
お
神
酒
造
り
の
は
じ

ま
り
と
言
わ
れ
て
い
る
。
河

内
平
野
の
秋
の
収
穫
に
感
謝

す
る
伝
統
行
事
と
し
て
受
け

継
が
れ
、
近
年
で
は
そ
の
年

に
還
暦
を
迎
え
た
「
宮
座
」

と
呼
ば
れ
る
氏
子
が
お
神
酒

造
り
を
行
う
こ
と
か
ら
、
長

寿
を
祝
う
行
事
と
も
な
っ
て

い
る
。

　

今
年
は
善
根
寺
町
５
の
山

添
勉
さ
ん（
60
）
ら
12
人
が

「
宮
座
」と
な
り
、
氏
子
ら
で

つ
く
る
同
神
社
敬
神
会
（
山

中
政ま

さ
は
る治
会
長
、
会
員
数
約
３

０
０
人
）や
、宮
座
Ｏ
Ｂ
ら
の

協
力
で
お
神
酒
造
り
を
行
っ

た
。

　

こ
の
日
、
氏
子
た
ち
は
午

前
６
時
か
ら
神
社
に
集
ま
り
、

お
神
酒
造
り
の
仕
込
み
を
開

始
。
徳
島
か
ら
取
り
寄
せ
た

酒
米
１
６
０
㎏
を
使
用
し
、

一
晩
寝
か
し
た
酒
米
を
次
々

蒸
し
あ
げ
、
米
粒
が
ば
ら
ば

ら
に
な
る
よ
う
に
ほ
ぐ
し
な

が
ら
冷
ま
し
た
。
そ
し
て
、

市
の
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ

れ
て
い
る
同
神
社
の
造
酒
斎

殿
に
置
か
れ
た
２
つ
の
ス
テ

ン
レ
ス
製
の
酒
樽
（
直
径
約

１
ｍ
、
深
さ
約
１
・
４
ｍ
と

直
径
約
０
・
７
ｍ
、深
さ
約
０

・
８
ｍ
）に
同
神
社
か
ら
東
へ

約
２
㎞
の
生
駒
山
中
に
あ
る

「
龍た

つ

の
口
」で
く
ん
だ
水
を
浄

化
さ
せ
た
も
の
２
８
０
ℓ
と

生
こ
う
じ
約
50
㎏
を
入
れ
、

そ
こ
へ
冷
ま
し
た
酒
米
を
入

れ
て
仕
込
み
を
し
て
い
っ
た
。

こ
の
後
、
13
日
ま
で
の
朝
晩

２
回
、
13
日
間
に
わ
た
っ
て

今
年
の
宮
座
が
長
さ
約
２
ｍ

ロ
ン
ド
ン
五
輪
出
場
の
５
選
手

大
学
に
む
け
て
吹
奏
楽
部
の

フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
レ
を
合
図
に

ス
タ
ー
ト
。
市
民
や
学
生
ら

に
拍
手
や
祝
福
の
言
葉
を
か

け
ら
れ
た
選
手
ら
は
メ
ダ
ル

を
掲
げ
る
な
ど
し
て
歓
声
に

応
え
、
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
や
吹

奏
楽
部
と
と
も
に
「
ま
な
び

や
通
り
」
を
約
30
分
か
け
て

パ
レ
ー
ド
し
た
。

　

ま
た
、
パ
レ
ー
ド
終
了
後

に
は
同
大
学
内
で
報
告
会
も

行
わ
れ
、
野
田
市
長
や
選
手

ら
が
詰
め
掛
け
た
学
生
ら
に

挨
拶
や
お
礼
を
述
べ
た
。

　

報
告
会
で
は
、
市
民
に
深

い
感
動
な
ど
を
与
え
た
者
に

対
し
て
送
ら
れ
る
東
大
阪
市

長
賞
詞
が
古
川
選
手
、
川
中

選
手
、
蟹
江
選
手
、
寺
川
選

手
に
授
与
さ
れ
た
。
こ
れ
ま

で
ラ
グ
ビ
ー
元
日
本
代
表
選

手
の
元
木
氏
や
井
山
本
因
坊

ら
６
人
に
送
ら
れ
て
お
り
、

昨
年
授
与
さ
れ
た
入
江
選
手

以
来
の
市
長
賞
詞
と
な
る
。

　

ま
た
、
市
長
賞
詞
に
加
え

て
田
口
市
議
会
議
長
か
ら
議

長
賞
詞
が
同
４
人
に
送
ら
れ

た
。

　

古
川
選
手
は
「
４
年
後
の

リ
オ
五
輪
で
は
近
大
メ
ン
バ

ー
で
団
体
戦
に
出
場
し
、
男

子
で
は
初
と
な
る
団
体
の
メ

ダ
ル
を
獲
得
し
た
い
で
す
」

と
話
し
、
寺
川
選
手
は
「
五

輪
の
忘
れ
物
を
や
っ
と
持
ち

か
え
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

通
い
な
れ
た
通
学
路
で
み
な

さ
ん
に
祝
福
し
て
い
た
だ
き

本
当
に
嬉
し
く
思
い
ま
す
」

と
話
し
た
。

の
カ
イ
で
か
き
混
ぜ
完
成
さ

せ
る
。（
写
真
）

　

今
年
の
宮
座
の
山
添
さ
ん

は
「
伝
統
あ
る
行
事
に
参
加

で
き
大
変
光
栄
で
す
。
重
責

を
感
じ
ま
す
が
、
先
代
か
ら

受
け
取
っ
た
バ
ト
ン
を
次
の

宮
座
に
途
切
れ
る
こ
と
な
く

つ
な
ぎ
た
い
で
す
」
と
話
し

て
い
た
。

　

15
日
の
秋
祭
り
に
は
約
５

０
０
ℓ
の
お
神
酒
が
出
来
上

が
り
、
神
前
に
供
え
て
還
暦

を
迎
え
た
宮
座
を
祝
う
神
事

の
あ
と
、
参
拝
者
に
ふ
る
ま

わ
れ
る
。

還
暦
を
迎
え
た
市
民
の
長
寿
を
祝
う

善
根
寺
春
日
神
社
で
お
神
酒
造
り

絵
本
を
使
っ
て
子
育
て
を

東
大
阪
み
ど
り
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
が

あ
さ
ひ
っ
こ
に
絵
本
を
寄
贈

な
育
成
を
後
押
し
す
る
こ
と

が
目
的
。
今
回
そ
の
取
り
組

み
の
一
環
と
し
て
、
講
演
会

並
び
に
絵
本
の
寄
贈
が
行
わ

れ
た
。

　

こ
の
日
は
、
ま
ず
同
ク
ラ

ブ
の
松
浦
代
表
ら
に
よ
る
挨

拶
と
今
回
の
事
業
に
つ
い
て

の
趣
旨
説
明
が
行
わ
れ
た
。

次
に
童
話
作
家
で
も
あ
り
、

ハ
ー
モ
ニ
カ
を
使
っ
て
中
国

や
ロ
シ
ア
な
ど
世
界
各
国
で

童
謡
や
子
守
唄
の
コ
ン
サ
ー

ト
を
行
っ
て
い
る
も
り
・
け

ん
（
本
名
・
吉
森
正
憲
）
氏

を
講
師
に
迎
え
「
大
切
に
し

て
い
こ
う
日
本
の
心
～
絵
本

・
童
話
・
童
謡
の
大
切
さ
」

を
テ
ー
マ
に
し
た
講
演
会
が

行
わ
れ
た
。
講
演
の
合
間
に

ハ
ー
モ
ニ
カ
で「
あ
め
ふ
り
」

や
「
こ
い
の
ぼ
り
」
な
ど
の

演
奏
も
行
わ
れ
、
訪
れ
た
人

々
は
ハ
ー
モ
ニ
カ
の
伴
奏
に

合
わ
せ
て
童
謡
を
一
緒
に
歌

っ
て
い
た
。

　

そ
の
後
、
絵
本
25
冊
が
あ

さ
ひ
っ
こ
に
贈
呈
さ
れ
、
奥

野
子
ど
も
家
庭
室
長
が
「
い

た
だ
い
た
絵
本
を
最
大
限
活

用
し
、
子
育
て
に
お
け
る
絵

本
の
重
要
性
を
伝
え
て
い
き

た
い
で
す
」
と
話
し
、ま
た
、

同
ク
ラ
ブ
の
松
浦
代
表
は

「
絵
本
の
寄
贈
を
今
回
だ
け

で
な
く
、
東
大
阪
市
内
の
残

り
３
ヶ
所
の
支
援
セ
ン
タ
ー

全
て
に
同
様
の
寄
贈
を
で
き

れ
ば
と
思
い
ま
す
」
と
話
し

て
い
た
。



　

兵
庫
県
尼
崎
市
に
あ
る
大

手
焼
鳥
屋
チ
ェ
ー
ン
、
鳥
貴

族
の
Ｆ
Ｃ
加
盟
店
で
あ
る
阪

神
尼
崎
店
（
本
社
は
株
式
会

社
ウ
ィ
ン
）
の
朝
礼
を
取
材

し
た
。

　

最
初
に
驚
い
た
の
は
金き

ん

大

龍
店
長
の
元
気
の
良
さ
。
店

氏橋啓司さん（左）と時本野歩さんの二重奏

老
弁
護
士
の
散

弁
護
士　

忠
海
弘
一

老
弁
護
士
の
散
歩
道
【 　

】
19

旧
真
田
山
陸
軍
墓
地
を
訪
れ
る

旧
真
田
山
陸
軍
墓
地
を
訪
れ
る

　

地
下
鉄
玉
造
駅
２
番
出
口
を
上
が
る
と
三
光
神
社
が
目

前
に
あ
る
。
真
田
幸
村
公
の
像
が
凛
々
し
く
軍
扇
を
差
し

出
し
冬
の
陣
を
指
揮
す
る
。

　

そ
の
前
を
通
る
と
陸
軍
墓
地
が
あ
る
。
正
式
の
入
口
は

先
に
あ
る
が
横
か
ら
入
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
あ
っ
た
。

墓
地
は
昼
夜
入
れ
る
。
先
に
進
み
管
理
事
務
所
の
建
物
を

の
ぞ
く
と
た
ま
た
ま
研
究
会
が
開
催
さ
れ
て
い
た
。
長
年

に
わ
た
り
墓
地
の
お
世
話
を
さ
れ
て
い
る
空
堀
振
興
会
長

の
吉
岡
武
さ
ん
に
来
意
を
告
げ
る
。
吉
岡
さ
ん
は
地
元
の

出
身
で
研
究
会
を
中
座
さ
れ
、
資
料
室
と
墓
地
の
案
内
を

し
て
い
た
だ
い
た
。
後
日
の
取
材
の
予
備
の
つ
も
り
が
い

き
な
り
本
題
に
入
り
恐
縮
す
る
。

　

明
治
４
年
設
置
、
５
２
９
９
基
以
上
の
墓
石
群
、
４
万

３
０
０
０
余
り
の
遺
骨
を
納
め
た
納
骨
堂
等
か
ら
な
り
、

敷
地
は
４
０
０
０
坪
余
り
。
西
南
の
役
、
日
清
・
日
露
戦

争
の
戦
傷
者
だ
け
で
な
く
、
平
時
の
病
死
者
・
事
故
死
者

も
埋
葬
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
は
、
日
清
戦
争
・
第
一
次

世
界
戦
争
で
日
本
軍
の
捕
虜
と
な
っ
た
清
国
兵
、
ド
イ
ツ

兵
の
墓
碑
も
あ
る
。
墓
の
中
に
は
和
泉
砂
岩
で
造
ら
れ
た

の
で
倒
壊
あ
る
い
は
寸
前
の
も
の
も
多
い
。

　

墓
地
の
研
究
に
つ
い
て
は
進
行
中
で
あ
り
、
砂
岩
の
墓

地
の
保
存
も
急
が
れ
る
。
こ
の
墓
地
は
国
有
地
で
あ
る
が

管
理
は
大
阪
市
が
し
て
い
る
。
実
質
は
地
元
の
奉
仕
の
様

で
あ
り
、
資
金
、
労
力
の
調
達
も
大
変
と
思
え
た
。
課
題

は
山
積
し
て
い
る
が
、
歴
史
遺
産
と
し
は
一
級
の
資
産
で

あ
り
市
民
の
力
で
維
持
し
て
欲
し
い
と
思
う
。
こ
の
場
に

立
つ
と
日
本
の
近
代
史
が
見
え
る
。
そ
し
て
、
大
阪
の
将

来
も
、
日
本
の
未
来
も
見
え
る
。
こ
れ
が
一
級
の
歴
史
文

化
の
資
産
の
力
。

　

墓
地
見
学
は
毎
月
第
４
日
曜
日
午
後
１
時
〜
。
詳
し
く

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
旧
真
田
山
陸
軍
墓
地
と
そ
の
保
存
を

考
え
る
会
」
で
。

に
入
る
や
否
や
元
気
な
挨
拶

と
握
手
で
迎
え
ら
れ
た
。
次

に
驚
い
た
の
は
ス
タ
ッ
フ
一

人
一
人
か
ら
の
挨
拶
。

　

ス
タ
ッ
フ
の
ほ
と
ん
ど
が

10
代
の
学
生
で
あ
り
な
が
ら
、

一
人
一
人
が
対
面
で
挨
拶
す

る
な
ど
金
店
長
の
指
導
と
ス

タ
ッ
フ
の
意
識
の
高
さ
が
伺

え
た
。

　

そ
ん
な
和
や
か
な
雰
囲
気

で
朝
礼
が
ス
タ
ー
ト
。
取
材

の
た
め
参
加
予
定
で
は
な
か

っ
た
が
、金
店
長
か
ら「
う
ち

の
朝
礼
は
参
加
し
て
も
ら
っ

て
意
味
が
あ
る
の
で
、
ぜ
ひ

参
加
し
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
の
提
案
を
受
け
、
朝
礼
に

も
参
加
。
朝
礼
は
元
気
な
挨

拶
に
は
じ
ま
り
、
続
い
て
店

長
（
リ
ー
ダ
ー
）
が
１
つ
の

テ
ー
マ
を
あ
げ
る
。

兵
庫
県
尼
崎
市

   

神
田
中
通
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ー
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鳥
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神
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店
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金
大
龍

兵
庫
県
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宮
市

今
津
水
波
町
１
ー
27
ー
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☎
０
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株
式
会
社
ウ
ィ
ン

代
表
取
締
役　

山
本
崇

　

近
鉄
八
尾
駅
西
口
前
に
あ

る
ト
ル
コ
レ
ス
ト
ラ
ン
「
サ

ミ
ミ
」（
八
尾
市
本
町
７
）
で

ラ
ン
チ
タ
イ
ム
・
チ
ェ
ロ
コ

ン
サ
ー
ト
が
９
月
27
日
に
開

か
れ
、
約
30
人
が
訪
れ
た
。

宝
塚
歌
劇
で
長
年
演
奏
し
て

い
る
八
尾
在
住
の
氏
橋
啓
司

さ
ん（
48
）と
関
西
を
中
心
に

演
奏
活
動
を
行
っ
て
い
る
大

阪
府
立
寝
屋
川
支
援
学
校
非

常
勤
講
師
、
時
本
野
歩
さ
ん

（
33
）の
二
重
奏
。

　

世
界
三
大
料
理
の
一
つ
で

あ
る
ト
ル
コ
料
理
を
楽
し
ん

だ
後
、
優
雅
な
演
奏
に
心
和

む
ひ
と
と
き
と
な
っ
た
。
日

本
の
曲
か
ら
始
ま
り
、
ク
ラ

シ
ッ
ク
の
世
界
へ
と
誘
う
二

人
の
チ
ェ
リ
ス
ト
。
日
常
の

空
気
が
非
日
常
の
空
気
に
変

わ
り
、
参
加
者
を
た
っ
ぷ
り

堪
能
さ
せ
た
。

　

サ
ミ
ミ
の
マ
ネ
ー
ジ
ャ

ー
、
藤
原
め
ぐ
み
さ
ん（
30
）

は「
サ
ミ
ミ
が
オ
ー
プ
ン
し

て
一
年
少
し
経
ち
ま
す
が
、

昼
に
こ
ん
な
に
賑
わ
っ
た
の

朝礼ジャーナリスト　黒河龍二

朝礼拝見 仕事前にスイッチを入れる－８－

全
力
で
行
う
朝
礼

　

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
ピ
ラ

ミ
ッ
ド
」。全
員
が
目
を
閉
じ
、

テ
ー
マ
に
対
し
て
自
分
な
り

に
イ
メ
ー
ジ
を
広
げ
る
。
長

い
静
寂
の
あ
と
、
全
員
が
目

を
開
け
る
と
店
長
の
一
声
で

一
斉
に
全
員
が
挙
手
。
元
気

な
人
の
順
に
店
長
が
当
て
て

い
く
。
店
中
に
響
き
渡
る
元

気
な
声
。「
ハ
イ
！
」と
自
分

を
前
に
出
す
姿
勢
は
と
て
も

刺
激
的
だ
っ
た
。

　
「
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
」と
い
う
日

頃
な
か
な
か
考
え
る
こ
と
の

な
い
テ
ー
マ
だ
が
、「
土
台
」

「
積
み
上
げ
」「
仲
間
」
な
ど

チ
ー
ム
を
意
識
し
た
発
言
が

多
く
、
意
識
レ
ベ
ル
の
高
さ

が
伺
え
た
。

　

朝
礼
後
、
金
店
長
は
「
う

ち
の
朝
礼
は
ま
だ
ま
だ
荒
削

り
で
す
が
、
全
力
で
朝
礼
を

は
初
め
て
で
す
。
今
後
も
こ

の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
、

地
域
の
皆
さ
ん
に
喜
ん
で
も

ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
」
と

話
し
て
い
た
。

す
る
こ
と
で
仕
事
前
に
ス
イ

ッ
チ
を
入
れ
る
こ
と
を
大
切

に
し
て
い
る
」
と
朝
礼
の
ポ

イ
ン
ト
を
語
っ
て
く
れ
た
。

　

金
店
長
が
今
大
切
に
し
て

い
る
テ
ー
マ
が
「
ス
タ
ッ
フ

の
み
ん
な
に
ど
れ
だ
け
伝
え

ら
れ
る
か
」
だ
。
厳
し
さ
の

中
に
も
ス
タ
ッ
フ
へ
の
愛
情

が
こ
も
っ
た
一
言
だ
っ
た
。

　

ま
た
、
ス
タ
ッ
フ
へ
の
質

問
で
特
に
印
象
的
だ
っ
た
の

が
２
つ
。
１
つ
が
、
学
生
ス

タ
ッ
フ
の
高こ

う

さ
ん
の
「
阪
神

尼
崎
店
を
グ
ル
ー
プ
会
社
で

一
番
の
店
に
す
る
」
と
い
う

目
標
意
識
の
高
さ
。
も
う
１

つ
が
男
性
ス
タ
ッ
フ
の
こ
び

き
さ
ん
の
「
串
を
指
し
て
く

れ
る
パ
ー
ト
の
方
に
も
感
謝

で
き
る
気
持
ち
」
と
い
う
自

分
の
仕
事
に
関
連
す
る
人
へ

　

第
１
回
大
阪
フ
ァ
ン
タ
ジ

ア
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
が
大
阪

ル
イ
ー
ド
（
大
阪
市
中
央
区

南
船
場
３
）
で
開
か
れ
、
関

西
で
活
躍
す
る
歌
姫
７
人
が

出
演
し
た
。

　

ジ
ャ
ズ
ボ
ー
カ
リ
ス
ト
で

サ
ウ
ン
ド
ラ
ウ
ン
ジ
「
オ
マ

ー
ラ
」（
東
大
阪
市
足
代
新

町
３
）
を
営
む
椿
彩あ

き綺
さ
ん

（
41
）も
出
演
し
、
エ
レ
ガ
ン

ト
な
歌
声
で
観
客
を
う
っ
と

り
さ
せ
た
。

　

サ
ウ
ン
ド
ラ
ウ
ン
ジ
「
オ

「
み
ん
な
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
」

長
生
き
の
秘
訣
は

の
感
謝
。
10
代
、
20
代
前
半

で
こ
れ
だ
け
意
識
が
高
い
人

は
少
な
い
。

　

こ
の
運
営
を
可
能
に
し
て

い
る
の
は
、
代
表
取
締
役
の

山
本
崇
氏
の
「
人
を
育
て
る

の
は
環
境
」
と
い
う
思
い
だ
。

そ
の
思
い
が
店
長
や
各
ス
タ

ッ
フ
へ
と
伝
わ
り
、
日
々
実

践
さ
れ
て
い
る
。

ランチタイム

 チェロコンサート
大好評で満員！

　

大
阪
経
済
法
科
大
学
名
誉

教
授
の
呉
滿
さ
ん（
68
）が
丸

２
年
か
け
て
編
集
し
た
「
朝

鮮
軍
記
」が
完
成
し
、ド
ニ
エ

プ
ル
出
版
か
ら
発
行
さ
れ
た
。

友
人
知
人
ら
約
20
人
が
そ
れ

を
祝
い
、
９
月
８
日
シ
ェ
ラ

ト
ン
都
ホ
テ
ル
大
阪
（
大
阪

市
天
王
寺
区
上
本
町
６
）
で

出
版
記
念
会
が
開
か
れ
た
。

　

こ
の
本
は
明
治
37
年
３
月

２
日（
第
６
０
３
５
号
）か
ら

同
年
７
月
17
日（
第
６
１
７

０
号
）に
至
る
１
３
４
回
に

わ
た
る
日
出
新
聞
（
現
京
都

新
聞
）の
連
載
記
事（
邑
井
一

氏
口
述
、木
川
忠
一
郎
速
記
）

で
、
市
井
の
購
読
者
（
赤
澤

林
三
郎
）に
よ
っ
て
丁
寧
に

綴
じ
ら
れ
た
も
の
が
も
と
に

な
っ
て
い
る
。
そ
れ
を
Ｊ
Ｒ

鶴
橋
駅
高
架
下
の
古
書
店
、

楽
人
館
で
呉
さ
ん
が
購
入
。

　

躍
動
感
あ
る
内
容
に
引
き

込
ま
れ
読
み
進
む
う
ち
に
、

こ
れ
を
分
か
り
や
す
い
現
代

の
言
葉
に
直
し
て
上
梓
し
よ

う
と
思
い
立
っ
た
。
紙
は
古

く
所
々
磨
滅
し
て
お
り
、
不

鮮
明
に
な
っ
て
い
る
活
字
も

多
く
、
読
み
解
く
に
は
大
変

な
努
力
と
忍
耐
が
必
要
だ
っ

た
。
研
究
者
魂
で
そ
ん
な
困

難
を
乗
り
越
え
、
よ
う
や
く

出版記念会で記念講演する呉滿さん

丸
２
年
か
け
て
編
集

大
阪
経
済
法
科

大
学
名
誉
教
授

呉
滿
さ
ん
が

「
朝
鮮
軍
記
」

出
版
記
念
会
開
催

熱唱する椿彩綺さん

第１回

ジャズボーカリスト

椿 彩綺さん 出演

　

高
齢
者
保
健
福
祉
月
間
に

あ
た
る
先
月
の
26
日
、
田
中

誠
太
八
尾
市
長
が
市
内
最
高

齢
者
の
西
浦
ヱ
ツ
さ
ん
を
訪

問
し
、
長
寿
を
祝
っ
た
。

　

西
浦
さ
ん
は
、
明
治
38
年

２
月
19
日
生
ま
れ
の
１
０
７

歳
。
平
成
22
年
３
月
か
ら
住

宅
型
有
料
老
人
ホ
ー
ム「
ジ
・

ア
ー
ル（
慈
亜
留
）中
田
」（
中

田
３
）に
入
所
し
て
い
る
。

　

こ
の
日
、
ホ
ー
ム
で
は
西

浦
さ
ん
の
家
族
や
職
員
が
集

ま
り
、
西
浦
さ
ん
の
長
寿
を

お
祝
い
し
た
。
田
中
市
長
の

訪
問
を
心
待
ち
に
し
て
い
た

西
浦
さ
ん
は
市
長
か
ら
ひ
ざ

掛
け
を
贈
ら
れ
る
と
「
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
満

面
の
笑
み
を
浮
か
べ
た
。

　

西
浦
さ
ん
は
移
動
に
は
歩

行
器
を
使
っ
て
い
る
も
の
の
、

元
気
に
生
活
を
送
っ
て
い
る
。

そ
ん
な
西
浦
さ
ん
の
長
寿
の

秘
訣
は
、
み
ん
な
へ
の
感
謝

の
気
持
ち
を
持
つ
こ
と
だ
そ

う
で
「
一
人
で
は
何
も
で
き

ま
せ
ん
が
、
こ
れ
か
ら
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」
と

挨
拶
し
た
。

　

施
設
長
の
竹
中
陽
子
さ
ん

は
「
西
浦
さ
ん
は
毎
朝
４
時

半
に
起
き
て
、
乾
布
摩
擦
を

す
る
の
が
日
課
に
な
っ
て
い

ま
す
。
い
つ
も
西
浦
さ
ん
か

ら
元
気
を
も
ら
っ
て
い
ま

す
」
と
話
す
。

　

八
尾
市
内
で
の
１
０
０
歳

以
上
の
人
は
71
人
で
、
男
性

７
人
、
女
性
64
人
（
平
成
24

年
３
月
31
日
時
点
）。 

出
版
に
至
っ
た
。

　

副
題
は
「
文
禄
・
慶
長
の

役
」。
定
価
１
０
５
０
０
円

（
税
込
）。
全
国
の
書
店
で
購

入
で
き
る
。
な
い
場
合
は
、

ド
ニ
エ
プ
ル
出
版
（
☎
０
７

２
−

９
９
３

−

２
０
３
７
）

へ
。

マ
ー
ラ
」
は
今
年
９
月
で
１

周
年
を
迎
え
た
。
椿
さ
ん
の

歌
を
聞
き
に
く
る
お
客
さ
ん

も
多
い
。

大阪ファンタジアに

田中市長からひざ掛けを贈られる
最高齢者の西浦ヱツさん

八
尾
市
長
が

市
内
最
高
齢
者
を
訪
問


